
支
部
代
表
者
会
議
が
八
月
五
日
一
三

時
半
よ
り
、
地
本
事
務
所
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
は
じ
め
に
、
守
橋
委
員
長
か
ら
全

国
大
会
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
全
国
大
会
は
①
国
鉄
闘
争
の
年

内
解
決
を
め
ざ
す
②
輸
送
の
安
全
・
安
定

の
強
化
③
政
治
課
題
な
ど
安
全
に
か
か
わ

る
こ
と
。
な
ど
の
方
針
を
確
立
す
る
大
会

で
し
た
。

こ
の
機
に
解
決
を

①
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
に
つ
い
て
＝
二
〇

年
目
の
『
こ
の
機
に
解
決
を
』
～
到
達
点

に
つ
い
て
確
認
し
あ
っ
た
大
会
。
２
・
１

６
集
会
～
６
・
１
６
集
会
の
開
催
・
キ
ャ

ラ
バ
ン
行
動
の
展
開
・
四
団
体
で
の
国
交

省
申
し
入
れ
＝
協
力
・
共
同
・
連
携
強
化

で
解
決
ま
で
。
最
後
ま
で
、
出
口
ま
で

行
動
を
強
化
し
て
い
く
。

全
国
大
会
に
建
交
労
・
佐
藤
委
員
長
や
国

鉄
共
闘
・
二
瓶
議
長
が
来
賓
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。

基
本
は
政
治
解
決
を

図
っ
て
い
く

政
治
解
決
を
図
っ
て
い
く
が
、
し
か
し

新
た
な
訴
訟
を
～
国
労
と
提
訴
し
て
い
な

い
原
告
団
が
提
訴
す
る
。
形
態
・
時
期
は

闘
争
団
全
国
連
絡
会
議
と
弁
護
団
と
の
連

携
で
中
央
執
行
委
員
会
が
判
断
す
る
。
鉄

建
公
団
訴
訟
等
の
支
援
は
継
続
し
て
い
く
。

具
体
的
な
要
求

政
治
解
決
＝
具
体
的
要
求
（
雇
用
・
年

金
・
金
銭
）
は
、
闘
争
団
全
国
連
絡
会
議

が
、
ま
と
め
た
要
求
を
国
労
と
し
て
受
け

入
れ
る
が
、
四
団
体
な
ど
と
の
摺
り
あ
わ

せ
が
必
要
。
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
が

内
容
に
、
は
ば
が
あ
る
。

大
衆
行
動
・
闘
争
団
を
支
え
る
活
動
の

継
続
強
化
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
対
策
の
強
化
。
支
援

共
闘
の
強
化
の
た
め
、
再
結
集
が
全
国
に

あ
る
＝
力
の
結
集
は
大
き
な
力
に
な
る
。

中
里
議
長
の
留
任
の
要
請
が
、
代
議
員

か
ら
あ
っ
た
。

全
体
の
合
意
の
た
め
に
、
機
関
会
議
の

開
催
。
臨
時
大
会
の
開
催
も
あ
る
。
状
況

の
推
移
を
み
て
機
関
会
議
を
開
催
す
る
。

政
治
闘
争
の
強
化
を

大
会
で
は
、
②
安
全
・
安
定
輸
送
の
確

立
・
労
働
条
件
の
改
善
③
組
織
強
化
・
拡

大
な
ど
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

政
治
闘
争
で
は
、
窓
口
が
民
主
党
・
北

海
道
議
連
を
中
心
に
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
、
す
べ
て
の
野
党
に
働
き
か
け
る
こ

と
や
民
主
党
全
体
で
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

に
進
め
て
い
く
。

新
た
な
訴
訟
に
つ
い
て

訴
訟
に
つ
い
て
は
、
①
地
位
確
認
②
損

害
賠
償
１
本
③
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
＝
意
見

と
し
て
出
さ
れ
て
い
な
い
～
な
ど
あ
る
が

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
闘
争
団
全
国

連
絡
会
議
と
弁
護
団
で
ま
と
め
、
扱
い
は

中
央
執
行
委
員
会
の
判
断
と
す
る
。

書
記
長
集
約
で
『

こ
の
流
れ
を

押
し
戻
し
て
は
な
ら
な
い
・
こ

の
ま
ま
突
き
進
ん
で
い
き
た
い
』

と
あ
り
ま
し
た
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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物販をめぐる
問題について

音威子府物販の直販が、新潟で

行なわれています。各支部内で混

乱が出ています。

地本は、函館物販を取り組んで

います。今後も変わりません。国

労内でも混乱が出ています。地本

方針から～国労組合員がこの行動

に加担して欲しくありません。

第
五
十
八
回

定
期
地
方
大
会

九
月
九
日
一
〇
時
～

新
潟
市

『
ト
ー
ク
イ
ン
新
潟
』



発
言
で
は
①
国
鉄
闘
争
②
職
場
の
実

態
の
報
告
③
安
全
問
題
④
昇
進
和
解
後
の

職
場
の
変
化
な
ど
な
ど
多
く
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

★
国
鉄
闘
争
は
全
国
大
会
で
決
定
し
た

方
針
を
全
体
で
確
認
し
、
政
治
的
解
決
を

基
本
に
運
動
を
進
め
て
い
く
。
★
昇
進
和

解
で
会
社
や
組
合
員
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
昇
進
試
験
の
合
格
者
が
増
え
て
い
る
。

時
間
外
で
職
場
で
新
採
者
と
面
接
が
で
き

る
。
未
加
入
で
配
属
さ
れ
て
い
る
。
★
合

理
化
が
進
み
、
運
転
事
故
・
障
害
事
故
が

多
発
し
て
い
る
。
車
両
・
大
型
の
設
備
機

器
な
ど
の
重
大
事
故
が
発
生
し
て
い
る
が

会
社
は
具
体
的
に
改
善
を
し
よ
う
と
し
て

い
な
い
。
（
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ッ
キ
の

故
障
で
車
両
が
落
ち
る
・
気
動
車
推
進
軸

の
折
損
）
★
駅
の
ひ
と
り
勤
務
・
リ
モ
ー

ト
マ
ル
ス
導
入
な
ど
で
利
用
者
か
ら
の
苦

情
が
多
発
・
労
働
強
化
が
～
若
年
退
職
へ
。

★
六
十
才
雇
用
～
（
嘱
託
・
再
雇
用
）
面

接
で
決
定
し
て
い
る
。
国
労
Ｏ
Ｂ
と
の
共

同
の
運
動
を
進
め
て
い
く
。
★
女
性
社
員

の
環
境
や
労
働
条
件
改
善
の
た
め
に
女
性

社
員
の
採
用
を
。
産
休
の
有
給
化
～
女
性

の
働
き
や
す
い
職
場
を
。

★
詳
し
く
は
エ
リ
ア
本
部
情
報
の
参
照
を
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田
澤
さ
ん
発
言

田
澤
さ
ん
は
大
会
で
、
四
番
目
に
発
言
し
ま
し
た
。

①
羽
越
線
事
故
の
報
告
・
支
社
へ
の
緊
急
申
し
入
れ
。

②
労
働
条
件
や
安
全
・
安
定
輸
送
確
立
に
つ
い
て
の

申
し
入
れ
、
具
体
的
問
題
点
の
指
摘
な
ど
報
告
し
ま

し
た
。
③
今
年
、
発
生
し
た
羽
越
線
土
砂
崩
壊
の
報

告
な
ど
、
安
全
に
か
か
わ
る
取
組
み
が
発
言
さ
れ
ま

し
た
。

第
二
〇
回
東
日
本
本
部
定
期
大
会
が

東
京
・
芝
弥
生
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
傍
聴
で
大
会
に
参
加

を
し
ま
し
た
。
大
会
代
議
員
・
大
会

役
員
な
ど
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
傍
聴
者
が
多
く
び
っ
く

り
し
厳
し
い
環
境
の
中
で
の
傍
聴
で

し
た
。

代
議
員
の
発
言
は
一
九
名
で
し
た

残
念
な
こ
と
に
貨
物
職
場
か
ら
の
発

言
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
非
常
に

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
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